


要約:妊娠中毒症お上び子宮内胎児発育遅延(IUGR)患者の細胞性免疫に注目した。妊娠中

毒症および IUGR 患者、正常妊婦について、夫婦間 One ・ way　MLR と、その臍帯血管内皮

細胞を概的細胞とし、末梢血単核球由来 LAK 細胞を攻撃細胞とする細胞傷害試験とを実施

した。その結果、妊娠中毒症お上び IUGR 息者では、夫に対する妻の MLR が第 3 者に対す

る場合に比べ特異的に低下、また IUGR 臍帯血管内皮細胞に対する末梢血単核球由来 LAK

細胞の細胞傷害活性が正常妊婦に比べて高値を示した。しかし、正常妊娠臍帯血管内皮細

胞に対する細胞傷害活性は、妊娠中毒症および IUGR 恵と正常妊婦との間に差が認められ

なかった。以上より、妊娠中毒症および IUGR 患者では、母児間免疫において標的側であ

る児と、攻撃側である母体の双方に免疫学的異常があると示峻された。


